
減災対策協議会における
取組と情報共有について

資料ー１

仙台河川国道事務所



今年度出水期までに実施する具体的な取組（中央防災会議WG）

 平成30年7月豪雨を教訓とし、激甚化・頻発化する豪雨災害に対し、避難対策の強化を検討するため、中央
防災会議をもとに設置した「平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググルー
プ」にて、今後の取組について取りまとめられた（H30.12）。

 本報告を踏まえ、５つの代表的な取組例をはじめとし、今年度出水期までに関係省庁が連携して今後実施
する取組の具体的な内容についてとりまとめた。
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今年度出水期までに実施する具体的な取組（中央防災会議WG）
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避難勧告等に関するガイドラインの改定（H31.3内閣府）

 住民が主体的に避難行動をとれるよう、5段階の警戒レベルによる防災情報の提供について追記

 防災と福祉の連携による高齢者の避難行動に対する理解促進、学校における防災教育、地域防災リーダー
の育成について、内容の追加・充実
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警戒レベルを用いた防災情報の発信

 平成30年7月豪雨では、様々な防災情報が発信されているものの、多様かつ難解であるため多くの住民が
活用できない状況であった。

 これを踏まえ、住民等が情報の意味を直感的に理解できるよう、防災情報を５段階の警戒レベルにより提供
し、住民の避難行動等を支援する。
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・氾濫危険水位 ：市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
住民の避難判断、相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

・避難判断水位 ：市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の発令判断の目安
災害時要配慮者の早期避難、住民の氾濫に関する情報の注意喚起

・氾濫注意水位：水防団の出動の目安となる水位。
・水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める水位。

時間の流れ

警戒レベル１相当 警戒レベル２相当 警戒レベル３相当

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

警戒レベル５相当
（氾濫発生）

警戒レベルと河川水位との関係

警戒レベル４相当

水防団待機水位 氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位

ホットライン
（避難判断水位到達）

ホットライン
（氾濫危険水位到達）

ホットライン
（破堤など甚大な被害発生）

5



洪水予報での警戒レベルの追記
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【参考】川の防災情報
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観測所の基準水位（ｍ）
河川における

基準水位の役割

水

位

の
上

昇

水位警戒
レベル

洪水予報

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

避難判断水位

この間で避難
を行う時間
約2～3時間

避難準備情報等の発令判断の
目安となる水位

水防団出動の目安となる水位

丸森 笠松 岩沼

氾濫危険情報

（※洪水警報）

氾濫危険水位に達したとき

氾濫警戒情報
（※洪水警報）

氾濫危険水位に達する予測
がでたとき

又は避難判断水位に達し、
なお上昇の見込みのとき

氾濫注意情報
（※洪水注意報）

氾濫濫危険水位を超え、
なお上昇の見込みのとき

22.30 17.00 8.20

22.00 16.60 7.90

19.50 14.50 5.00

18.00 13.00 4.00

120分（2時間） 180分（3時間）120分（2時間）

氾濫発生情報

（※洪水警報）

氾濫が発生したとき

避難所開設
約１時間

60分（1時間） 60分（1時間） 60分（1時間）

※想定以上に水位上昇が早い場合、早めの行動を要する。

※

※

警戒レベル5
相当
氾濫!

警戒
レベル
4相当
危険!

警戒
レベル
3相当
警戒!

警戒
レベル
2相当
注意!

警戒
レベル
1相当

【参考】阿武隈川の警戒レベルと基準水位との関係

氾濫の恐れのある
水位（洪水により、堤
防の決壊や浸水被害
が発生する恐れの
ある水位）

早期避難・準備
約1～1.5時間

※
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観測所の基準水位（ｍ）
河川における

基準水位の役割

水

位

の
上

昇

水位警戒
レベル

洪水予報

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

避難判断水位

この間で避難
を行う時間
約1～3時間

氾濫の恐れのある
水位（洪水により、堤
防の決壊や浸水被害
が発生する恐れの
ある水位）

水防団出動の目安となる水位

氾濫発生情報

（※洪水警報）

氾濫が発生したとき

名取橋 広瀬橋 杉の下橋

氾濫警戒情報
（※洪水警報）

氾濫危険水位に達する予測
がでたとき

又は避難判断水位に達し、
なお上昇の見込みのとき

氾濫注意情報
（※洪水注意報）

氾濫濫危険水位を超え、
なお上昇の見込みのとき

9.20 2.70 14.20

8.30 2.20 13.70

6.50 1.30 13.00

5.50 0.50 12.40

150分（2時間30分） 180分（3時間） 60 分（1時間）

避難準備情報等の発令判断の
目安となる水位

89分（1時間29分） 90分（1時間30分） 60分（1時間）
早期避難・準備
約1～1.5時間

氾濫危険情報

（※洪水警報）

氾濫危険水位に達したとき

※想定以上に水位上昇が早い場合、早めの行動を要する。

※

※

警戒レベル5
相当
氾濫!

警戒
レベル
4相当
危険!

警戒
レベル
3相当
警戒!

警戒
レベル
2相当
注意!

警戒
レベル
1相当

【参考】名取川の警戒レベルと基準水位との関係
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 国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進する
ため、平成２８年９月から、緊急速報メールを活用した洪水情報※１のプッシュ型配信※２を取り組ん
でいます

※１ 洪水情報とは、洪水予報指定河川の氾濫危険情報（警戒レベル４相当）及び氾濫発生情報
（警戒レベル５相当）の発表に伴い、住民の主体的な避難を促進するために配信する情報

※２ 「プッシュ型配信」とは、受信者側が要求しなくても発信者から情報が配信される仕組み

緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信
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＜凡例＞
樹木伐採
河道掘削
浸透対策

阿武隈川の防災・減災・国土強靱化のための３カ年緊急対策

●

排水機場
発電機二重化
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名取川の防災・減災・国土強靱化のための３カ年緊急対策

＜凡例＞
樹木伐採
河道掘削
浸透対策



オブザーバー

丸森地区

大内地区

筆甫地区

金山地区

小斎地区

枝野地区

尾山地区

藤田地区

東根地区

丸森
地区

大内
地区

筆甫
地区

金山
地区

小斎
地区

枝野
地区

尾山
地区

藤田
地区

東根
地区

・・・避難所
・・・角田市行政界
・・・丸森町行政界

避難

避難

亘理町

山元町

角田市

丸森町

〇角田市 〇宮城県
〇丸森町 〇宮城県 河川課
〇亘理町 〇仙台管区気象台
〇山元町 〇仙台河川国道事務所

 自市町内の避難場所のみで、地域住民の避難を完結させることが困難な状況において、隣接する市町間が

相互に連携し、大規模氾濫時の地域住民の安全・安心を確保するために、隣接する角田市、丸森町、亘理

町、山元町にて検討

【検討メンバー】

▲ プロジェクト会議開催状況

第3回会議 （H30.7.17）
丸森町役場にて

広域避難連携（４市町）の取組状況について

メンバー

【課 題】

・左岸地区について、避難者数に対して避
難所の収容数が不足

・大規模氾濫時の避難ルートが確保できな
いエリアがある

・住民へ周知するための予算確保が難しい

白石市

大河原町

丸森町

・避難所の収容数が不足
・避難ルートが確保できない
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丸森地区

大内地区

筆甫地区

金山地区

小斎地区

枝野地区

尾山地区

藤田地区

東根地区

丸森
地区

大内
地区

筆甫
地区

金山
地区

小斎
地区

枝野
地区

尾山
地区

藤田
地区

東根
地区

・・・角田市避難所
・・・丸森町避難所
・・・亘理町避難所
・・・山元町避難所
・・・避難所（垂直避難）

亘理町

山元町

広域避難連携（４市町）の今年度の取組について

角田市

丸森町

【今年度の取組】 ※４市町ハザードマップイメージ

番号 避難所名 住　　所 収容数 備　考
1 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
2 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
3 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
4 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
5 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
6 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
7 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
8 ◯◯避難所 〇〇町○○○字◯-◯ ◯◯人
9 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人

10 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人
11 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人
12 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人
13 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人
14 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人
15 ◯◯避難所 〇〇市○○○字◯-◯ ◯◯人

白石市

大河原町

丸森町

・早期避難、垂直避難の必要性を議論
・４市町以外の市町への範囲拡大の検討
・４市町ハザードマップのたたき台作成
・各市町の地域防災計画（案）の作成

14
・４市町ハザードマップの住民周知
・各市町の地域防災計画への反映

（各市町の計画変更に併せて反映）

【来年度の取組】



～本格的な出水期に備え地域を守る水防団、自治体と合同で河川巡視を実施～

重要水防箇所の考え方

○重要水防箇所は、河川の流下能力不足や堤防の断面不足、漏水の履歴など水防活動の必要性が高い箇
所をその重要度に応じてランク分けして指定

○出水期を迎えるにあたり、水防活動の迅速かつ的確な対応のため、水防活動を行うに際に、特に注意
を要する箇所（重要水防箇所）について巡視、確認するほか、事業進捗箇所、水防倉庫等の巡視

○合同巡視の参加者は、洪水時に水防活動を行う水防団、地方公共団体等と仙台河川国道事務所

卓越ルート

重要水防箇所は、その箇所の堤防の状態などにより「堤防高」「堤
防断面」「漏水」などのいくつかの種別に分類される。さらにその
種別ごとに、その箇所の状況に応じて２つの重要度に区分されます
。
・重要度Ａ（水防上最も重要な区間）
・重要度Ｂ（水防上重要な区間）

また、新しく堤防を作った「新堤防」、過去に堤防が決壊したこと
のある「破堤跡」、以前川だった所が堤防となっている「旧川跡」
については、過去の経験から注意を要する箇所、また破堤などの履
歴を残すため「要注意区間」として整理しています。

重要水防箇所の点検状況（岩沼出張所管内）

■重要度の考え方（堤防高の例）

重要度Ａ 重要度Ｂ

現況堤防の断面が、
計画堤防断面積の2
分の1より小さいと
ころを重要度Ａに指
定します。
また、今ある堤防の
上端の幅が計画で定
めた幅の2分の1に満
たないところも重要
度Ａに指定します。

計画堤防断面積

現在の
堤防断面積

←2分の1未満

現況堤防の断面が、
計画堤防断面積の2
分の1よりおおきい
ところ重要度Ｂに指
定します。

計画堤防断面積

現在の
堤防断面積

←2分の1以上

重要水防箇所の合同巡視
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-1.0k

待機場所（一次選定）

待機場所候補

水防倉庫

ガソリンスタンド

排水ポンプ車配置箇所

高速道路

国道

遠方からの参集ルート

排水ポンプ車等 進入経路

凡例

0.5 m 未満

0.5 m ～ 3 m未満

3 m ～ 5 m未満

5 m ～ 10 m未満

浸水深ランク

排水ポンプ車
参集場所の選定

排水ポンプ車
待機場所の選定

排水作業準備計画の検討（排水ポンプ車参集・待機場所）

16

 大規模氾濫時に全国から参集する排水ポンプ車等の待機場所を選定、公共施設を対象に待機場所となりう
る施設を抽出



 堤防天端の道路幅や橋梁交差部におけるアクセスを評価・確認

大規模水害時のアクセスに関する課題

排水作業準備計画の検討（堤防天端へのアクセス）
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・指導計画に反映され、４年生を対象に実施される。（秋頃の予定）
・今年度、ほかの学年担任に情報共有を行い、試行授業を計画し
ている。

★平成３１年度の実施状況★
《東船岡小学校において》

 柴田町立東船岡小学校の４年生を対象に２時間の水防災に関する試行授業を実施
 学校や自宅周辺の写真等を活用し、生徒の身近で起こりうる災害であること、早期の避難の必要性を生徒

から引き出しながら学習

水災害意識の向上を図るための防災教育について
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 山形河川国道事務所では、近年全国各地で発生している大規模な水害を考慮し、命を守る行動を実践する
施策の一つとして『まるごとまちごとハザードマップ』の取組みを行っています。

 『まるごとまちごとハザードマップ』とは、自治体で作成される洪水ハザードマップの情報を日ごろ目にするま
ちなかに標示することで、地域の防災意識を高め、いざというときの安全かつスムーズな避難に役立てようと
するものです。

地区会による検討､危険箇所等の書出し 現地案内看板の設置状況

現地案内看板
地区住民による現地案内看板の設置状況

まるごとまちごとハザードマップ（山形県長井市、山辺町）
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丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

笠松：受け持ち区間

岩
沼
：
受
け
持
ち
区
間

笠松：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

水防団待機水位 18.00ｍ 
はん濫注意水位 19.50ｍ 
避難判断水位 22.00ｍ 

はん濫危険水位 22.30ｍ 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00ｍ 
はん濫注意水位 14.50ｍ 
避難判断水位 16.60ｍ 

はん濫危険水位 17.00ｍ 

笠松水位観測所

水防団待機水位 4.00ｍ 
はん濫注意水位 5.00ｍ 
避難判断水位 7.90ｍ 

はん濫危険水位 8.20ｍ 

岩沼水位観測所

【参考】洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間（阿武隈川）
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広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

広瀬橋

水防団待機水位 0.50ｍ 
はん濫注意水位 1.30ｍ 
避難判断水位 2.20ｍ 

はん濫危険水位 2.70ｍ 

広瀬橋水位観測所

水防団待機水位 5.50ｍ 
はん濫注意水位 6.50ｍ 
避難判断水位 8.30ｍ 

はん濫危険水位 9.20ｍ 
H.W.L 10.190ｍ 

名取橋水位観測所

水防団待機水位 12.40ｍ 
はん濫注意水位 13.00ｍ 
避難判断水位 13.70ｍ 

はん濫危険水位 14.20ｍ 
H.W.L 14.354ｍ 

杉の下水位観測所

水位周知（笊川）
H29.7より

杉の下橋水位観測所（笊川）

【参考】洪水予報・水位周知：基準観測所とその受け持ち区間（名取川）
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江尻：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

笠松：受け持ち区間

岩
沼
：
受
け
持
ち
区
間

江尻水位観測所

笠松：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

岩沼：受け持ち区間

丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

荒浜水位観測所

江尻：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

東根橋

亘理大橋

水防団待機水位 18.00m 
はん濫注意水位 19.50m 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00m 
はん濫注意水位 14.50m 

笠松水位観測所

水防団待機水位 9.50m 
はん濫注意水位 10.80m 

江尻水位観測所

水防団待機水位 4.00m 
はん濫注意水位 5.00m 

岩沼水位観測所
水防団待機水位 1.30m 
はん濫注意水位 1.80m 

荒浜水位観測所

【参考】水防警報：基準観測所とその受け持ち区間（阿武隈川）
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閖上第二：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

閖上第二：受け持ち区間
名取橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

閖上第二水位観測所

広瀬橋

水防団待機水位 0.50m 
はん濫注意水位 1.30m 

広瀬橋水位観測所

水防団待機水位 5.50m 
はん濫注意水位 6.50m 

名取橋水位観測所

水防団待機水位 1.50m 
はん濫注意水位 2.00m 

閖上第二水位観測所

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

杉の下橋：
受け持ち区間

杉の下橋水位観測所

水防団待機水位 12.40ｍ 
はん濫注意水位 13.00ｍ 

杉の下橋水位観測所

【参考】水防警報：基準観測所とその受け持ち区間（名取川）
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